
子どもの権利条例 

小学生向けパンフレットのポイント 

子ども未来局子どもの権利推進課 

１ パンフレットの概要 

・ 子ども一人一人が安心して健やかに成長していくため、子どもの権利の大切さについて子

どもたちが学び、理解を深めることを目的として作成しているパンフレットです。 

・ 例年、各学校を通して、小学４年生（４～６年生向け）、中学１年生（１～３年生向け）

全員に配布しております。 

・ 社会科や特別活動、総合的な学習の時間等において、「子どもの命の大切さを見つめ直す

月間」の取組ともあわせて様々な場面でご活用ください。 

・ 子どもの権利に関する教育については、「札幌市学校教育の重点」において「人権尊重の

教育」の一環としても取り上げられておりますので、こうした状況も踏まえて本パンフレッ

トの積極的なご活用をよろしくお願いいたします。 

２ パンフレットのポイント 

【２～３ページ】 

子どもの権利を「あなたにとっての幸せ（うれしいこと・楽しいこと）」に置き換え、そ

れを条例の内容に結びつけることで、子どもの権利を身近なものとして考えることができ

るようにしています。

自分がイメージし

たことと、条例の内

容を結びつけるこ

とで、子どもの権利

を身近なものとし

て意識する（Ｐ3）。 

自分にとってうれしいこと・楽しいことを自由に考える（Ｐ2上段）。 

それが他の人にとってもうれしいこと・楽しいことなのかを考えること

で、他人の権利も大切にすることを学ぶ（Ｐ2下段）。 



【４～５ページ】 

   子どもの権利をどのように守っていくかについて、「大人の役割」と「子ども自身ができ

ること」に分けて考えることができるようにしています。また、お互いの権利がぶつかった

時にどうするかを考えるワークシートを設けています。 

【６～13 ページ全体】 

見開きで、左側（６、８、10、12 ページ）に条例で定める４つの権利の説明を掲載し、

右側（７、９、11、13 ページ）にワークシート形式の記述欄を設けています。 

奇数ページの吹き出しが、各ワークシートを通して、おさえてほしいポイントになって

います。 

〇７ページ 

「安心して生きる権利」のワークシートは、子ども同士が支え合う「ピア・サポー

ト」を取り上げています。 

子どもの権利を守るために、

「大人の視点」で気を付ける

べき内容を考える（Ｐ4）。 

子ども同士がお互いにできる

ことを考える（Ｐ5上段）。大

人、子どもそれぞれの立場で

子どもの権利を守っていくと

いうことを学ぶ。 

「掃除」の場面をテーマに、意

見がぶつかった時にどうする

かを考え、お互いの権利を大

切にすることを学ぶ。（Ｐ5下

言われていやだった「ちくちく言葉」とうれしくなる

「にこにこ言葉」を考え、友だちを支える言葉を学

ぶ。 

「あいうえお」の姿勢で聴くことを学ぶ。 

困ったり悩んだりしたときに、子どもたち同士で助け

合い、支え合うピア・サポートの考え方を学ぶ。 

中学生用のパンフレットでは、ピア・サポートととも

に「アサーション（相手の気持ちも、自分の気持ちも

大切にすること）」と「リフレーミング（短所を長所

に変えて考えるなど、見方を変えること）」を学ぶ。 

おさえてほしい 

ポイント！ 



〇９ページ 

「自分らしく生きる権利」のワークシートは、グループでの作業を想定し、「友だちの

よいところやがんばっていること」をお互いに教え合い、メモするものとしています。 

〇11 ページ 

「豊かに育つ権利」のワークシートは、「心の成長」をテーマに、自分自身の成長や周

囲からの支えを振り返ることができる内容としています。

心が成長したと感じた経験やお世話にな

ったひとを書いて、自分自身の成長や周

囲からの支えを振り返る。 

グループワークを通して、友だちのよいと

ころを見つけ、それをお互いに教え合いな

がら、自分自身のよいところを再認識し、

将来の成長につなげる。 

おさえてほしい 

ポイント！ 

おさえてほしい 

ポイント！ 



〇13 ページ 

「参加する権利」のワークシートは、話合い活動を進める際のポイントを説明し、実際

に学級や委員会活動を行う際にも活用できるものとしています。 

【14～15 ページ】 

子どもが困ったり悩んだりした時に相談できる窓口として、権利条例により設置した子

どもの権利救済機関（子どもアシストセンター）などの情報を掲載しています。 

【16 ページ】 

まとめを掲載し、子どもたちがパンフレットの内容を振り返ることができるようにして

います。 

話し合いを進めるポイントを踏まえ、学級や

委員会活動で話し合いたいことを挙げ、 自

分の意見を伝える工夫を考える。 

おさえてほしい 

ポイント！ 


